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　遺伝情報であるDNAは、細胞の核に収められ

ています。普通の状態では、DNAはある程度束

ねられた状態で核内に存在しますが、細胞がコピー

をつくる（→p.28　細胞分裂）際には染色体という

棒のような構造をとります（→p.42）。

　染色体の数は生物種によって異なりますが、ヒ

トには 23 種が 2セット（2nと表します）、合計 46

本あります。このうち 22種（1番染色体〜 22番染

色体）44 本は男女が共通してもっているもので常
じょう

染色体といいます。残りの 1種は性染色体とよば

れるもので、男性はX染色体とY染色体を1本ず

つ、女性はX染色体を 2本もっています。

　遺伝情報は両親から半分ずつ譲り受けます。つ

まり、2セットの染色体のうちの1セットは父親の

精子由来で、もう1セットは母親の卵子由来とい

うことになります。

　精子や卵子（生殖細胞という）の染色体は、普通

の細胞（体細胞）の半分しかありません。生殖細胞

の元となる細胞は、減数分裂という特別な分裂を

することで染色体数を半減させます。このしくみ

がないと、子の染色体は親の 2倍、孫は 4倍とい

うようなことになって、生物種として一定の染色

体数を保てなくなってしまいます。

　体細胞では、分裂前にDNAが複製されて 2倍

になり、それが 2つの細胞に均等に分配されるた

め、分裂前と後の染色体数が同じです。減数分裂

の場合には、DNAが複製されて 2倍になるところ

までは同じですが、その後に 2回の分裂（第1分裂

と第 2分裂）が連続しておきます。つまり、生殖細

胞の元になる細胞（生殖母細胞）1つからは、4つの

細胞が生じることになります。

　このうち、第1分裂時には、同じ番号の染色体（相

同染色体）どうしが互いにくっつき、ランダムに染

色体の一部を交換します。この交換を遺伝的組換

えといい、生殖細胞の遺伝子の組み合わせを多様

化する原動力となっています。同じ両親から生ま

れた兄弟でも姿かたちや性格が異なるのは、遺伝

的組み換えによるものです。

両親から受け継ぐ染色体

減数分裂

減数分裂でできた細胞の 4つのうち １ つだけが卵子
になり、残りの ３つは小さく退化してしまいます。
卵母細胞は胎児期にはすでにできあがっており、新
生児は 20 万〜 200 万個もの卵母細胞をもって生ま
れます。卵母細胞は生後に増えることはなく、逆に
思春期までに 20 万〜 ３0 万個に減っていきます。初
潮を迎えると、残った卵母細胞から減数分裂を経て
卵子がつくられ、さらに女性ホルモンがはたらくこ
とで成熟し、月に一度、排出されるようになります
（排卵という）。一生に排卵される卵子は多くて 400
個ほどで、大部分の卵子は退化して消失する運命に
あります。

精子がつくられる精巣は出生時には休眠状態にあ
り、思春期まで活動しません。思春期以降は、性ホ
ルモンのはたらきによって精母細胞の元になる細胞
（精

せい

原
げん

細胞）の一部から精母細胞がつくられ、減数分
裂によって 1つの精母細胞から 4つの精細胞がつく
られます。精細胞はさらに分化し、べん毛をもつ精
子になります。卵母細胞と異なり、精母細胞は精原
細胞が増殖することで無限に供給可能で、老年に至
るまで減数分裂が行われ、絶えず精子がつくられ続
けます。

卵子

残りは退化する

精子

１章 生命を形づくる細胞
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１つの細胞から４つ
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